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思っていなかった」と戸頃専務は当時を振り返る。知

人からSNSでL.T.Cookerが注目されていると聞き、オン

ラインで販売をスタートした初期生産分が数分で完売

したことに驚きを隠せなかったという。

このL.T.Cookerの成功を受けて、苦労の末生み出した

自社商品を「守る」という意識が高まったのと同時に、

愛用者から「真似されないように守ってほしい」とい

う声があったことから、知財取得に向けての取り組み

を始めた。知財取得は初めてであったが、インター

ネットで工学分野に詳しい近隣の弁理士を探して依頼

に至った。最初の特許取得で市場調査や既存製品との

差別性検証、出願資料の作成といった一連のプロセス

を全てお任せできる関係性が構築できた。また、弁理

士からの勧めもあり、真岡市の産業財産権取得事業費

補助金を活用し、費用負担を軽減することもできたと

いう。特許を取得したことで、後に国内で発生した模

倣品被害についても、相手方に対し在庫処分と再製造

をしないという約束を取り付け、自社商品を無事に

『守る』ことができた。こうして知財の保護のもとブ

ランディングしていったL.T.Cookerは、2024年には関

東地方発明表彰の発明奨励賞、栃木県発明展覧会の発

明協会会長奨励賞をW受賞し、当社の商品と技術が様々

なメディアで取り上げられるようになった。今では自

当社は1973年に栃木県真岡市で創業した、精密部品の

切削加工会社だ。旋盤加工を得意とし、熟練した職人

の技術力を武器に、超精密加工品などのあらゆる切削

加工を手掛けてきた。以前は特定の発注元からの少量

多品種な依頼を柔軟に対応してきたが、近年は自社ブ

ランド事業にも乗り出し、軽量かつ高効率のアウトド

ア調理器『L.T.Cooker』『W.R.Cooker』をはじめ、沸

かせる缶クーラー『Boilith』などを展開。現在は、受

託加工を本業としつつ、消費者向けの商品の製造・販

売の二本柱で経営基盤を築き、工場併設カフェの運営

など地域に開かれた活動も展開している。

自社の技術力で新しい事業展開ができないか模索して

いた戸頃専務が、コロナ禍で受注が激減した際、自身

の趣味の冬山登山からヒントを得て、アウトドア商品

の研究を始めたことが自社ブランド立ち上げのきっか

け。切削加工技術を駆使して試行錯誤した結果、2022

年にのちのブランド代表作となる『L.T.Cooker』を開

発。同商品は、高い熱効率ですぐにお湯を沸かせる実

用性と軽量性が評価され、予想以上の売れ行きを見せ

た。戸頃専務自身がECサイトの制作やSNSでの発信など

手探りで商品のPRを行った。「正直、最初は売れると
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社商品の評判を見るのが、社員のモチベーションにも

なっているという。

しかし、初めからすべてが順調に進んだわけではなく、

最初の特許出願では、拒絶通知を受けたこともある。初

めての経験にショックを受けたものの、弁理士の「大丈

夫」という心強い言葉を支えに、一緒に特許庁へ直接説

明に赴いた。その結果、特許庁の担当者が山好きで

L.T.Cookerを認知しているという偶然も重なり、商品の

オリジナル性や優れた点をスムーズに理解してもらうこ

とができ、その後はトントン拍子で特許取得に至った。

一方、中国での特許は、販売後の出願となったことから、

特許の要件の一つである新規性を欠いているとして、取

得することができなかった。また、別商品の特許取得時

も、試作品のテストの様子を発売前にYouTubeで公開し

てしまったことが原因で取得に至らなかったことがある

など、失敗も経験してきた。この経験を踏まえ、新商品

の研究・開発段階からしっかりした準備が必要というこ

とを学び、現在当社では社内の情報管理とプロセスの徹

底を強化するに至っている。

「苦労して作り出したモノ同士を闘わせる必要はない」

と語る戸頃専務は、日本の職人文化に誇りを持っている。

さらに「手に職」という文化を再燃させたい想いを、積

極的に自らSNSで発信もしている。実際に、戸頃専務の

SNSを見た若者が入社し、職人への道に励んでいるとい

う。自社の高い技術力を守るために知財の力は欠かせな

いと考え、「メイドインジャパンを世界に轟かせる、日

本のプロダクトを作っていきたい」と併せて語った。す

でに海外展開に向けて欧州・北米での知財取得に取り組

んでおり、将来的には現地に生産拠点を設けることなど

も計画している。

知財の取得は、本業である当社の金属加工製品にも信頼性を付

与し、販路拡大にも大きく貢献した。展示会やメディアでは自

社技術の優位性をアピールできるようになり、取引先との価格

交渉も円滑になった。こうした自社商品を生み出せたのは日頃

から感じていた「困った」がきっかけだったと戸頃専務は語る。

些細な不便も重要なアイデアの一つとして温め、多くのトライ

アンドエラーを積み重ねることで、花開く時が来る。地道であ

りながらも行動に移すことで、掴めるチャンスを増やせること

を体現したのが当社だ。

日常の至る所に
知財のきっかけが眠っている

取材：2025年9月
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知財取得を目指す経営者へのメッセージ

L.T.Cookerは高い実用性と軽量性だけでなく、美しいデザインも人気の理由。 数多くの試行錯誤を重ねて「より早く沸かせる」という独自性を生み出した。
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